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論 文 内 容 の 要 旨

本研究で は、外 国人 日本語学習者 の認知 的な発音学 習過程 に注 目 し、学者 が どのよ うに 日本

語 の発音 を学習 して るのか、 どのような要 因が発音 の習得 に影響 を与 えて いるのかを明 らか に

す る。 その際 に、小河原(1995)に おいて学習者 の発音学習 に効果 的 に影響 してい る ことが示

唆 された 「自己評価」 を 「学習者が妥 当な発音基準 を意識的 に もって発音 し、発 音 した 自分 自

身 の発音が基準 どお りに発音で きてい るか どうか 自分 で聴覚 的に判定 し、 自己修 正 す る こ と」

と改 めて定義 し直 し、 この概念を 「発音学習 におけ る自己モニ ター」 と呼び、本研 究の中心 と

した。 そ して、 この概念の 日本語発音学習 におけ る有効性 を示 した上 で、発 音学 習 にお ける自

己モニ ターを重視 した具体的 ・効果 的な 日本語発音指導法 にっ なげて い くこ とを 目的 と した。

本論文 は、全体 が10章 か ら構成 されている。

上 で見 た本研 究の目的が第1章 の内容 である。第2章 で は、 まず 日本語教育 にお ける音声教

育 の重要性 について、近年 の 日本語教育 をあ ぐる社会的要請 と学習者 の音声教育 に対 す る高 い
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ニーズの存在 を指摘 した。 しか し、 そのような 日本語音声教育 に対す る重要性 の高 ま りの一方

で、実 際の 日本語 教育現場 にお ける音声教育 では、発音指導 の重要性 につ いての コ ンセ ンサス

がで きお らず、具体 的 な指導 は教師個人 に委 ね られてい るのが現 状で あ る(谷 口、1991)。 ま

た、 日本語音声教 育研究 において も、特 に韻律面 を中心 に盛 んに研究 が行 われ るよ うにな った

が、 その多 くは学 習者 の母語別 の対照 ・誤用分析 を基 に した韻律習得上 の問題点 の指摘 に終始

し、実 際 にそれ らを どのよ うに教え るか という具体 的な発音指導 の研究 はほ とんどなされて こ

なか った。 この ことは、学習者 の発音学習 に対 す る高 いニーズを裏切 る結果 とな ってお り、早

急な対 処が必要で ある と言 える。

第3章 で は、 この発音学習 にお ける自己モニ ターを どのよ うに位置づ ければ、 その有効性 が

検証で き、 さ らにそれを発音指導 に応用で きるのか とい う教育 への応用可能性 の観点か ら自己

モニ ターを検討 した。

まず、第2言 語 ・外国語教育 にお ける自己評 価研究 では、 自己評価 とは一般 に 「4技 能 を対

照 とした言語能力 と言語学習 の結果 を学習者 自身が評価す ること」 として捉 え られて いた。本

研究 におけ る自己モニ ターは、特 に発音学習を対象 とし、学習者 の発音学習過程 を取 り上 げて

い ることか ら、 このよ うにな自己評価研究での捉 え方 の中に直接位置づ ける ことは難 しい。一

方、第 疹言語習得理論研究 では、言語学習 におけ るメ タ認知 と自己訂正の役割を担 うモ ニター

という概 念が設定 されていて、本研究 にお ける自己モニ ターは この中 に位置づ けることがで き

る。 そ して、 このモニ ターはKrashen(1983な ど)の 限定 された解釈 に基づ くモニター(M)

で はな く、直感的で より広 く一般的 なモニター(m)と して捉 え られ る。 しか し、 モニ ター

(m)の 概念 は研究者 によって捉え方 が異 な り、 かな り広 い概念 であ る。 さ らに、 それ は第2

言語習得 における理論 的観点 か、らの議論 にとどまり、本研究 における自己 モニターの有効性 の

検証 とその教育への応用を考 える上で はあま り有効 で はない。

それ に対 して、第2言 語習得研究 の流れ の1っ であ る言語学習 ス トラテジーと して捉 えてい

る。 また、 ス トラテジーは、 ス トラテ ジー ・トレーニングとしてそれを具体的 な教育 に応用 し

て い くことが可能で ある。 しか し、 ス トラテジー研究 は、4技 能 を含 む言語学習全般 を対象 と

してお り、発音学習 につ いての研究 で も、 ス トラテジーの使 用法 やその トレーニ ングにつ いて

の実証的研究 は少 な く、 この点 にっいての 日本 語教育での研 究 はほとん どない と言え る。 この

現状 か らして、発音学習 ス トラテ ジーについての実証 的研究 は日本語音声教育研究 にお ける重

要 な課題 である。

次 に第4章 で は、具体的な指導 の観点 か ら、特 に日本語音声教育、英語音声教育 にお いて 自

己 モニターに関す る概念が どの ように定義 され、研究が展 開 されてい るのかを検討 した。

日本語教育 では、学習者 の多様化 に対応 した自立的学習 を問題 とす る際 に、1つ の可能性 と
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して 自己モニターが位置づ け られ、 い くっか の提案がなされているが、 そのよ うな提案 に基づ

いた指導の有効性 に関す る実証 的研究 は進んで いな い。 また、 自己モニ ターの概 念 を用 いて、

発音学 習を取 り上 げて いる日本語音声教育研究 はほとんどみ られない。一方、英語音声教育 で

は自己モニ ターが学 習者が学習者 の発音学習 にお ける主体的役割を担 う重要 な要素 と して取 り

上 げ られ、 その具 体的な提案 や指導が行われて きた。 しか し、各研究者の 自己モニ ターの捉 え

方 は発音学 習過程 の どこに焦点 を置 くか によって様 々で あ り、 自己モニ ターの発音学習 におけ

る有効性 やその指導 法の効果 にっ いて も、 十分検証 されていな い。

以上 の先行研究 の検討 を踏 まえ、本研究の発音学習 における自己モ ニターを1っ の重要 な発

音 ス トラテ ジー として位置づ ける。そ して、 日本語学習者を対象 とした発音学習 ス トラテ ジー

使用 の実態調査 によ って、本研究 の自己モニ ターにっなが る発音学習 ス トラテジーとして分類、

具体化 し、 その有効性 にっ いて検証す る。 その上 で、 そこか ら自己モニ ターを重視 した発音指

導法 につ いて提案 し、 その教育的効果 を実験的 に検証す る。

そ して、発音学習 ス トラテジーの有効性 が認 めれた場合、 そのス トラテジーにさ らに影響 を

与 える要因 を検討す ることは、 自己モニ ターを具体的な発音指導 に応用 して い く上で有効な手

掛か りになる。そ こで、学 習者の第2言 語 の発音習得 に影響 を及 ぼす要因の中か ら、教 師や教

室活動 によ って授業 ・工夫可 能である とい う観点か ら、「動機 づけ」 を取 り上 げる ことに した。

第5章 で は、本研究の基本 的な仮説 として 「発音学習動機 が、発音学習における自己モニ ター

にっなが る発音 学習 ス トラテ ジーに効果的な影響 を与 え、 この ス トラテジーが、学習者 の 日本

語 の発 音学 習 に効果的 に影響 を与 える」 を提示 した。第6章 以下 の調 査 と実験 は、 この仮説 に

基 づ いた ものであ る。

第6章 で は、 まず本研究 における自己 モニターを発音学習 ス トラテジーとして捉えるために、

自己モニ ターが実 際 に学習者 のどのような意識 や行動 と じて現 れ るのかを、 よ り具体的 に把握

す ることを 目的 とした。 そのために、あ る小規模 な日本語 コースに参加 した外国人学習者19名

を対象 に して、発音能力 の上位群 と下位 群 に分 け、 そのような個人差 を生 み出す要因 の1っ と

して 自己モニ ターのあ り方 に差が見 られ るかど うかを問題 と した。

その結果、発音能力 の比較的高 い学習者 は妥当 な発音基準 を明確 に もって発音 し、 自分 の発

音 を 自己評価 しなが ら、積極的 にクラスや教師 を活用 し、 自主的 な発音練習を通 して 自己修正

を行 って いる傾向が見出 された。 っま り、 自己評価 をする際 には、正 しい妥 当な基準 を持 って

評価 しなければ、適切な 自己修正 には至 らず、正 しい発音生成 には結 び付 かない ことが示 唆 さ

れ た。 これ は、本研究 にお ける自己モニターの有効性 を示 し、方法論 的 にも、発音学習 にお け

る学 習者 の具体的な意識 や行動 にっ いて、 より広 く詳細 に取 り上 げて検討 し、発音学習 ス トラ

テジーの観点 か らそれを分類 す ることによって、本研究 にお ける自己モニ ターにつ なが るス ト
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ラテ ジーを含 む、学習者 の発音学習 ス トラテジーの実態 を捉 える ことがで きることを示唆 して

いる。

そ こで、第7章 では学習者 の発音学 習動機(24項 目)、 発音学 習意 識 ・行動(24項 目)に つ

いて、国 内のある 日本語教育機関 にお ける外国人学習者112名 を対象 と した質問紙調査 を行 い、

デー タを収集 した。 このデータを多変量 解析の手法 を用 いて分析す る ことにより、発 音学 習意

識 ・行動項 目につ いて発 音学 習 ス トラテ ジー として分類 した・ これによ り、 発 音学 習 にお いて

学習者 が本研究 における自己 モニターにっなが るス トラテ ジーを実際 に使用 して いるのか ど う

か、 そ してそのよ うなス トラテジーの使 用 と学習者 の発音能力 との関係を検証 し、 さ らにその

ス トラテ ジーに影響 を与えて いる発 音学 習動機 の検討 を行 った。

発音学習意識 ・行動項 目にっ いての因子分析 の結果、発音学習 ス トラテジーと して 「自己モ

ニター型」「目標依存型」「モデル聴取型」 「口意識型 」「他者意識型」 などの10種 類の ス トラテ

ジー因子が認 あ られ、本研究 の自己 モニ ターにっながる 「自己モニター型」 を始 め、学習者 が

様 々なス トラテジーを使 って いることが示 された。次 に、尺度の信頼性の観点 か ら、再分析 の

結果得 られ た 「自己モニター型」 「目標依存型」 「モデル聴取型」 「口意識型」「他者意識型」 の

5つ の ス トラテジー因子 と発音能力(発 音テス ト得点)の 関係 につ いてパス解析を行 った結果、

第1因 子 の 「自己モニター型」のみか ら正 の有意 なパ ス係数が認あ られた。 これ により、本 研

究の 自己 モニターにっなが る 「自己モニ ター型」、 っま り学習者 自身 が 自分 の発 音 を 自己評 価

しなが ら自己修正す るス トラテジーが、発音能力 の工場 に役立 つ ことが示 された。

次 に、 この 「自己モニター型」 に影響 を及 ぼ している要因 と して発 音学 習動機 を取 り上 げ、

因子分析 によ り分類 を試みた結果、 「発音 に対す る将来 的展望」「道具的動機」 「発音 向上意欲」

「コ ミュニケー シ ョン意欲」「統合的動機」 「発音体 裁感」 の6因 子 が認 め られ た。 尺 度 の信 頼

性の観 点か ら第6因 子の 「発音体裁感」 因子 を除 く発音学習動機5因 子 と 「自己 モニ ター聖 」

ス トラテジーとの関係 につ いてパ ス解析 を行 った結果、「発音 に対 する将来 的展 望」 と 「発 音

向上意欲」か ら正 の有意なパ ス係数 が認 め られた。 この ことは、発音向上 のため に努力 し、 将

来へ の発音能力 の展望 を意識 して いる学 習者 は、 自己評価意識を もって 自分 の発音 を 自己修正

して いる ことを示 して いる。

また、発音指導へ の具体 的応用のために、「自己モニ ター型」 に関 わ る 「自己 モニ ター型 関

連項 目」(18項 目)因 子分析 によ って再分析 した と ころ、 「モデル基準 によ る 自己モ ニ ター」

「自己基準 による自己モニ ター」 「他者評 価 によ る自己モニター」 に分類 された。 そ して、 パ ス

解析 の結果、「モ デル基準 によ る自己モニ ターか ら発 音能力 へ正 の有 意 なパ ス係 数 が認 め られ

た。っ ま り、 自己モニ ターを用 いて も、 自分本位 の自己基準を もとに自己評価 していて、基準

自体が誤 っている場合 には、正 しい自己評 価 はで きず、適切 な自己修正 に結 び付かない。また、
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自分 の発音 につ いて敏感 にな り、周囲 の他者評価 を もとに して 自分 の発音 の正誤 を確認 しなが

ら発音 を試 み るだけで は、有効 で はない。教 師か らのア ドバ イスや フィー ドバ ックを利用 して、

モデル発音 を何度 もよ く聞 き、繰 り返 し自分 で も発音 しなが ら習得 した妥当なモデル基準 を も

とに して 自己評価 し、 自己修正 して い くことが重要 であ る。

さ らに、 この 「モ デル基準 による自己 モニ ター」 について、発音学習動機で ある 「発音 に対

す る将来 的展望」 「発音 向上意欲」 の2因 子 か ら正 の有意 なパ ス係数が認 め られ、 積極 的 な発

音学習動機 がなければ、 モデル基準 による自己評価意識 を もって 自らの発音 を自己修正す る学

習 には結 び付 かない ことが示 され た。 これ は積極 的な動機 がな ければ、 自己評価意識、 さ らに

は発音 の向上 さえ望 めな いとい うこ とを示唆 しているよ うに も解釈で きるが、 よ り重要 な こと

は、 その よ うな動 機 を もち、 自己評価意識 を もっていた として も、「モデ ル基 準 に よ る自己 モ

ニ ター」 を して いな けれ ば、適切 な発音 に は結 び付 かない とい うことである。 この ことは、学

習者 の発音 に対す るニーズが高 く、 ここで取 り上 げだ以外 の動機 であ って も、発音学習動機 が

あれば、教師が 「モデル基準 によ る自己 モニター」 に気 づかせ ることで発 音の向上 が期待 で き

ることを示 して いると言え る。

第8章 で は、国内(オ ース トラ リア)の 学習環境で の日本語発音学習を問題 と した。 そ の際

78名 の学習者 に対 して第7章 と同様 の質問紙調査 を行 い、多変量解析 による分析 を行 うこ とに

よ り、 これまで の調査結果 の妥 当性 を検証 し、 さ らに具体 的な発音指導へ の ヒン トを得 よ うと

した。

因子分析 の結果 か らは、 国外 において も学習者 は様々な発 音学習 ス トラテジーを使 用 して い

ることが 明 らか にな ったdパ ス解 析 の結果 か らは、 その中で もや は り 「自己モニ ター型」 が発

音学習 に効果的 な影響 を与 えて いる ことが示 唆 され た。 しか し、国外 とい う環境要因か ら学習

者 は教 師や クラスに依存 す る傾向 が強 く,国 内の場合 ほど 「自己モニ ター型」 ス トラテ ジーを

積極的 に使 っていない。 さ らに,こ の 「自己モニ ター型」 を促 してい るのは,国 内の場合 にみ

られた 「発音 に対す る将来 的展望」 や 「発音 向上意欲」 な どの積極 的な発音学習動機ではな く、

最 も強 い動機 因子 と して 「コ ミュニ ケー シ ョン意欲」 が、学 習者の 自己評価意識 を規定 して い

た。 しか し、単 に学 習者 が 「コ ミュニ ケー ション意欲」 を持 って いて も、受身 的 な態度 で クラ

スに臨 む 「目標依存型」 や他 人 の発 音 や評価 を気 に した りす る 「他者意識型」 な どの ス トラテ

ジーを主 に使用 したので は、 発音能 力 の向上 に は結 び付か ない。 コ ミュニケーシ ョンを行 うに

当た って発音要素 の重要性 を認識 し、 自分 の発音 が 日本人 との コ ミュニケー ションにおいて も

通用 す る適切 な発音 なのか ど うか、 自分 自身の発 音 に対す る自己評価意識 を もち、教 師やテー

プか らの モデル発音 や ア ドバ イスを利 用 して、積極 的に発音学 習 に取 り組みなが ら自 らの発 音

を 自己修正 して い く自己モニ ターが重 要で あ ることが示唆 され た。
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これ まで の第6章 か ら第8章 まで の結 果か ら、本研究 の基本的 な仮説 は概 ね支持 され、発音

学習 におけ る自己モニ ターの有効 性が支持 された。 この ことか ら、 クラスにお いて この 自己 モ

ニ ターの使用 を促す ことが効果的な発音指導法 として考 え られるが、そのため には、 まず学 習

者 の自己評価意識 を高 めることが不可欠 とな る。 その手段 として、最 も直接 的 に学 習者の 自己

評価意識 に働 きか ける方法 と して、 クラスにおいて学習者 に直接 自己評 価 させ る活動 が挙 げ ら

れ る。 しか し、単 に自己評価 させ るだ けで はな く、学習者 自身が妥当な基準 による適 切 な自己

評価がで き、 さ らにそれ を もとに発音を 自己修正 す る自己モニ ターを習慣づ けるところまで学

習者の意識 を高 めるためには、 自己評 価の させ方 や 自己評価 トレーニ ングにつ いての工夫が重

要 にな る。

この店 に関 して、 これ まで の調 査研究 の結果 か ら、学習者 は他 の学習者 の発音や評 価か な り

意識 して る傾向が見出 され た。 そ こで、 この学習者 の強 い他者意識傾向をクラス活用 に適用 し、

学 習者 同士で相互 に発音 を評価 させ る、 クラス外 の他 の学習者 の発音を聴かせて評価 させ ると

いった活動 を直接の 自己評価活動 と組 み合 わせ る ことが意味 を もっ と考え られる。 この ことは、

他者 の発音 との 自己比較や他者の発 音を通 して自己の発音を省 みること、っ まり自身 の発 音 に

自然 に自然 に注 目させ る ことの契機 とな り、 自己評価意識 を促す手段 と して有効 であ ると考え

られ る。 さ らに、その際 には自己評 価 による自己効力感や その有効性 にっ いての明示 的な指標

を導入 した り、活動 の組み合せ方 や 自己評価 の形態 などを工夫 して発音指導をデザ イ ンす るこ

とによって、学習者の 自己評 価意識 を効果的 に高 め ることがで きると予想 され る。

こう した点か ら、第9章 で はあ る小規模 な短期 日本語 コースにおいて、

①学 習者 自身 に自分の発 音を 自己評価 させ る

② 他の学習者 の発音 につ いて 自己評価 させ る

③ クラス外の他 の学習者 の良い発音 と悪 い発音 を聴かせて評価 させ る

の3っ を 自己評価意 識を促す中心 的な活動 としてデザイ ンした発音指導 を、学習者20名 に対 し

て実験 的 に行 った。 その 目的 は、 こう した指導 が学習者の 自己評価意識 に どのよ うな影響 を与

え るのか にっ いて、 その教育 的効果 を検討 する ことにある。

その結果、概ね学 習者の発 音 は改善 され、 それに伴 って 自己評価能力 について もコー ス前 よ

り向上 が認 め られた。発音学 習動機 の面 では、 コース前の学習者の高 い動機 を維持 させ ただ け

でな く、.「自己モニ ター型」 のス トラテジー使 用を促 す発音学習動機で あ る 「将 来 の発 音 に対

す る展 望 」 を高 めた 。 発 音 学 習 ス トラテ ジー につ い て も、 特 に 「自己 モ ニ ター型 」 の積 極 的 な

使 用 を 促 し、 発 音 指 導 へ の教 育 的効 果 が示 され た。 さ らに、 ① ～③ の活 動 を含 む発 音 指 導 に つ

いて、 イ ンタ ビュ ー と質 問 紙調 査 を行 った結 果 、 自己評 価 の 自己 モ ニ ター に つ い て肯 定 的 な言

及 が 多 く見 られ た と とか ら、 概 ね 自己評 価 や モ ニ ター の有 効 性 につ い て の認 識 が な され、 自己
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評価意識 を高 め ることがで きた。

①～③ の3つ の活動 につ いて・それぞれ具体 的に聞いた結果 では、 まず① の活動 につ いては、

自分 の発音 に対す る自己評価意識が促 され、 自分 の発音 を自 ら分析 し、 自己修正 しよ うとす る

自己モニ ターにまで高 め られ、一定 の成果が示 された。② の活動 につ いて は、学習者 の比較的

強 い他者意識傾 向を効果的 に利用で きた と考 え られ、 自己評価意識 に結 び付 けることがで きた。

③ の活動 につ いては、聞 き取 る上 で正誤判 断に役 に立 ったとい うコメ ン トが多 くみ られ、一定

の成果が得 られた と言 える。 また、 クラスで扱 った聞 き取 りの対象 に興味 を持 たせ ることがで

き、 クラス内 の緊張 を和 らげ、 リラ ックスさせ る機能が み られた。

この ことか ら、本発音指導 におけ る一定 の効果が示 され たと言え る。 特 に、今後意 識的 に取

り組 みた い こととして、 自己評価 について コメ ン トした学 習者が最 も多か った ことか5、 発音

指導 に ょって自己評価意識が促進 され、 それを もとに して 自 らの発音 を 自己修正 して い く自己

モニターの習慣づ けにまで学 習者 の意識 を高 める ことがで きた もの と捉 え られ る。 そ して、①

～③ の3つ の活動 を中心 にデザイ ンされた発音指導法の有効性 が示 され、具体 的な現 場へ の応

用 と提案 がなされ た と言え る。

一方
、 この指導法 をク ラスに応用す る際 には、 い くっかの問題点 も見出 された。特 に重要 な

問題 と して、 自己モニターの促進 が目的で あるとは言 え、発音 が故善 され ない学 習者 を どう支

援す るかが重要 な課題 となる。発音が改善 され ないことで、 うま く高 め るこ とがで きた 自己評

価意 識を減退 させ る、 あるいは本発音指導の ような自己評価を盛 り込んだ指導 や 「自己モニ ター

型」の ス トラテジーにつ いての不振 を高 め、 さらには発音学 習その もの に対す る意 欲 を低 下 さ

せて しま う危険性が ある。

第10章 で は、本研究 の結果明 らかにな った ことを まとめ、総合 的考察 を行 い、 それ を も とに

日本語音声教育へ の示唆 と、今後 の課題.と展望 について述 べた。F

本研究 では、遅れが指摘 され、学習者への対 応か早急 な課題 とされ る現在 の 日本語音声 教育

研究 において、学習者 の認知的 な発音学習過 程 に注 目し、 自己モニ ターの観点 か らその有効性

と教育的効果 につ いて、調査 や実験 を通 して具体 的なデータを収集 し、 検討 した。 そ して、 そ

の結 果を もとにどの ように教 えるか とい う具体 的な発音指導法 を提示 す る もの とな った。

しか し、本研究 にお いて も示唆 された ように、学習者 の発音学習過程 には様 々な要 因が複雑

に絡み合 っていることが改 めて認識 された。 さらに、 どのよ うに教 え るか とい う具体 的 な指導

法 につ いて提案す るには、実際の クラスにおいて発音指導 を実践 した上 で検討 しなけれ ば、 そ

の有効性 や課題 は見えて こない。 その ような意 味で も、本研究で取 り上 げた動機 づ けな ど情 意

的 な観点 を含 め、学習者が どのように発音学 習に取 り組んで いるのか、 その認 知的 な学習過 程

をさ らに具体 的に把握す ると同時 に、そ こか ら導かれる具体的な指導法によ って、学習者のニー
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ズに対 応 した、 より良 い日本 語音声教育 が可能 となるであろうし、本研究 における自己モニ ター

につ いて も、発 音学習だ けでな く言語学習全般、 さ らには異文化理解 へ とその応用 の可能性 を

広 げ ることが期 待で きる。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本論文 は、全体が10章 で構成 されてい る。

第1章 序論で は、研究の 目的を述 べてい る。小河原(1995)で 発音学習 に有効 な影響 を与 え

て いることが示唆 され た 「自己評価」 を、 改めて 「学習者が妥当な発音基準 を意識的 に もって

発音 し、 発音 した自分 自身 の発 音が基準通 りに発音で きているか どうか自分で聴覚的 に判定 し、

自己修正 す ること」 と再定 義 し、 この概念 を 「発音学習 にお ける自己 モニ ター」 と呼んで、 本

研究 の中心 に据 え る。 この概念 の 日本語発音学習における有効性を検証 した上で、自己モニター

を重視 した効果 的な 日本語発音 の指導法 を開発す ることを 目的 とす ると した。

第2章 日本語音声教育 をめ ぐる現状 と問題点 で は、 学 習者 か らの強 い要求 に もか か わ らず

(日 本語教 育学会、1991)、 現場 では、発音指導の重要性 にっいての コンセ ンサスが な く、 具体

的 な指導 は教 師個人 に委ね られている(谷 口、1991)こ と、 日本語 の音声研究が盛 ん に行 わ れ

ているが、大部分 は、母語別対象 ・誤 用分析 に留 まり、具体 的な発音指導法 には、見 るべ き研

究が ない こと、 したが って、学習者の要求 に応 え る研究 は、皆無 である ことを指摘 した。

第3章 本研究 における自己モニターの位置づけでは、外国語教育 における自己評価研究、 モ

ニ ター仮説、学習 ス トラテジー研究等 を文献 的に検討 した後、ス トラテジーは、ス トラテジー 、・

トレーニ ングと して具体的 な教育 への応用が可能 な こと等か ら、 自己モニ ターを発音学 習 ス ト

ラテジーの一種 と して位 置づ けた。

第4章 自己 モニターの指導 と教育 では、具体的 な指導 の観点か ら、特 に日本語教育、英 語教

育 にお ける自己 モニ ターに関す る概念 が どのよ うに定義 され、研究が展 開 されて いるかを文 献

的 に検討 し、 自己モニ ター使 用の提案 や事例研究 はあるものの、その有効性 につ いての実証 的

検証 は不十分 であ ることを指摘 した。

第5章 本研究 におけ る仮説 では、本研究 の基本的仮説 と して 「発音学習動機 が、発音学習 に

お ける自己モニ ターにっなが る発音学習 ス トラテジーに効果的な影響を与 え、このス トラテジー

が、学習者 の 日本語 の発音学習 に効果的 な影響を与え る」 を提示 した。

第6章 日本語発音学習 における学習者の意識 と行動 では、 自己モニ ターが実際 に学習者 の ど

のよ うな意識 や行動 として現 れるかを破格す ることを 目的に研究 を進 めた。学習者19名 を発 音
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能力 の上位群 と下 位群 にわ け、 自己モニ ターの使用 に差が見 られ るか どうか を問題 とした。 そ

の結果、上位群 には妥 当な発 音基準 を もって発音 し・ 自己評価 なが らクラスや教 師 を活用 し、

自己修正 を してい る傾 向が見出 されたと して いる。

第7章 自己モニ ターにっなが る発音学習 ス トラテ ジーの検討 で は、 学習者 の発音学 習 動機

(24項 目)、 発音学習意識 ・行動(42項 目)に ついて国 内 の某 日本語 教育 機 関 の学 生112名 に対

す る質問紙調査 を行 い、多変量解析 にか けて分析 した。発音学習意識 ・行動項 目につ いての因

子分析 の結果 「自己モニ ター型」 を含む10因 子の ス トラテ ジー因子 が認 め られた。尺度 の信頼

性 の観点 か ら再分析 の結果得 られた 「自己モニ ター型」 を含 む5因 子 と発音能力 の関係 につい

てパ ス解析 した結果、第1因 子 の 「自己 モニター型」 のみか ら正 の有意 なパス係数が認め られ、

自己モニ タース トラテ ジーが発音能力向上 に役立っ ことが示 され た。発音学習動機 に関 して も

同様 の分析 を した。「発音 に対 す る将来展望」「発音 向上意欲」を含む5因 子 と自己モニ ター ス

トラテ ジー との関係 についてパ ス解析 した結果、 この2つ の因子か ら正 の有意 なパ ス係数 が認

め られた。以上 の結果、本研究 の仮説 を支持 する結果 を得 たと結論す る。

第8章 自己モニ ターにっ なが る発音学 習 ス トラテジーの有効 性の検 討で は、第7章 の結果 の

妥 当性 を検証 す ることを 目的に国外(オ ース トラ リア)の 某機関 の学習者78名 を対象 に同様 の

研究 を行 った結果、学習環境 の要因か らか、「自己モニ ター型」 を促す動 機 因子 が 「コ ミュニ

ケー ション意欲」 であ るとい う違 いを見 せた ものの、本研究の発音学習 にお ける 自己モニ ター

にっ なが る学習 ス トラテ ジー として 「自己モニ ター型」 の有効性が検証 され た とした。

第9章 自己モニ ターを促す 日本語発音指導 における教育的効 果の実験的検討で は、第6章 か

ら第8章 までの結果 か ら、本研究の仮説 は概 ね支持 され、発音学習 における自己モニ ターの有

効性 が示 された。 したが って、 自己モニ タース トラテジーを身 に付 けて いる学習者 に は、 さ ら

にその使用 を継続 させ る環境 を、それを身 に付 けて いない学習者 には、 それを身 に付 け、 習慣

と してそのス トラテ ジーを使 いつづけ るところまで訓練す る必要 が ある。 そのたあの教 室活動

と して①学習者 自身 の発音 の自己評価、②他 の学習者の発音 の評 価、③ クラス外 の学習者 の発

音の評価 とい う3っ の活動 を4週 間の 日本語 コースへの参加者 に実行 させ た結果、 ほぼ全員 の

学 習者 に発音 の改善 が認 め られ、 自己評価能力 につ いて もコース前 よ り向上 が認 あ られた。 ま

た、 発音学習動機面 で も、「将来 の発 音 に対 す る展望」 を高 めた。① ～③ の活 動 を含 む発 音 指

導 にっ いて、 イ ンタビューと質問紙調査 を行 った結果、 自己評 価や 自己 モニターについて肯定

的な言及 が多 く見 れた ことか ら、概 ね自己評価や 自己 モニ ターの有効 性 につ いての認識 が なさ

れ、 自己評価意識 を高 めることができた と述べ、 この教室活動 の有効性 が確認 された と結論 し

てい る。 ・

第10章 結論 で は、本研究 の結果明 らかになった ことを まとめ、総 合的考察 を行 い、 それ を も
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とに日本語発 音教育 へ の示唆 と、今後 の課 題 と展望 につ いて述べた。

本論文 は、 外国語 教育で の発音指導 につ いて、「自己モニ ター」 とい う新概 念 を導入 し、 国

内外 の学習者 の調査対 象 と して、実証 的 に自己 モニタース トラテジーの有効性 を検証 す るとと

もに、教室 で実 際 に応用可能 な3つ の教 室活動 の提案 して いる。現在 まで放置 されて きた 日本

語教育 にお ける発音指導 にブ レイクスル ーとなる提案 を した ことは、本論文 の独創 性の高 さを

証 明す るもので あ り、極 めて高 く評価 で きる。

よ って、本論 文の提出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分な資格 を有す るもの と

認 め られ る。
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